
 

 
平成 22 年度 

山梨県建築文化賞 

受賞作品 

 

 

所 在 地：南アルプス市

建 築 主：南アルプス市

設 計 者：日建設計・山梨建築設計監理事業協同組合ＪＶ

施 工 者：早野組・宝建設・米山住建ＪＶ

：中央電気・小林電気商会ＪＶ

：大栄設備・甲栄興業ＪＶ

構造・階数：ＲＣ造　地上２階

延 べ 面 積：3,305.06㎡

　　選　　　評

　市民の健康づくりの新しい拠点として、行政・保健・福祉の機能を一つにまとめて建設された複合施設である。
　建物中央にあるコミュニティーホールを中心に行政、保健、福祉の施設が立体的に配置され、吹き抜けとなって
いるこのホールに設けられた４つのトップライトは外部の光を建物内部まで呼び込み、換気も促している。
　子供から高齢者までの幅広い世代の人にとって快適でわかりやすい施設とすることをテーマに、光や音、香りや
肌触りなどを感じとれる環境を創り出し、ユニバーサルデザインに繋げようとする姿勢は評価に値する。
　内部の床・壁の仕上げは、入り口や開口部への誘導を意図として材料の切り替えや配色をするなど、内観は機能
性も併せ持ったデザインで、コンクリート打ち放しとタイル貼りの外観は周囲の景観になじんでいる。

 

 

【公共建築物等の部門】 

■南アルプス市健康福祉センター 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北側からの全景 
 

                  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティーホール（吹き抜け） 
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